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● ２０２２年度 役員紹介

● 所信表明

２０２２年度 執行委員を紹介します

執行委員長 小林 信介 角間北支部（経済学経営学系） 教員系

副執行委員長 岩﨑 宏 理工学系支部（数物科学系） 教員系

書記長 早津 裕貴 角間北支部（法学系） 教員系

会計委員 岡本 博之 医学系四分会（保健学系） 教員系

執行委員 上田 長生 角間北支部（歴史言語文化学系） 教員系

執行委員 太田 明雄 理工学系支部（物質化学系） 教員系

執行委員 大塚 有将 附属学校園支部（中学校） 教員系

よろしくお願いします！

執行委員長

小林 信介（経済学経営学系）

執行委員長に選出されました北支部の

小林です。本会執行部には４年振りにお

世話になります。

本学では４月から和田新学長体制に移

行し、その意味で新たなスタートを切っ

ていますが、私たちの職場環境は如何で

しょうか。これまでの“改革疲れ”に加

え、２年半もの“コロナ対応”に追われ

ているのではないでしょうか。継続的に

対応しなければならない課題が残されて

いるといえます。その点において、今年

度の執行委員会は、約半数が前年度の執

行委員であり、こうした継続的な課題に

取り組みやすい構成となっています。

これまで大学側の交渉において、私個

人の経験を踏まえても、私たち組合側に

とって強力な交渉材料となるのは“現場
の声”です。“声”の性質如何で、大学

側との交渉を（対立的にも協調的にも）

可変的に対応していきます。些細なこと

と思っても、遠慮なく組合に“声”を届

けてください。その“声”を頼りに、職

場環境の改善み向けた取り組みを続けて

まいります。

引き続き、組合活動へのご協力をお願

いします。

所信

表明

職場環境の更なる改善に向けて



昨年度の執行委員に続き、本年度は書記

長となりました法学系教員の早津と申し

ます。専門は労働法で、主に公務労働関

係を研究対象としています。大学におけ

る労働問題は、法人化された現在におい

ても、いわば「民間と公務の狭間」で揺

れ動いており、少しでも知識を役立てる

ことができればと考えております。

本学では、和田隆志新学長のもと、

「オール金沢大学」が掲げられています

が、これを本当の意味において実現する

ためには、現場に立つ我々スタッフ全体

の労働環境の一層の充実・改善が不可欠

です。

事務・技術系スタッフ、医療・看護系

スタッフ、また、教員系スタッフには、

それぞれに固有の労働問題もありますが、

各所で生じたひずみが相互に絡み合い、

ときに悪化していく例も決して少なくは

ありません。多彩な立場・働き方・職場

で従事するスタッフ同士、分け隔てなく

相互に情報交換を行い、一丸となって労

働環境の充実・改善に向けた働きかけを

進めていく必要があります。

労働環境の充実・改善を試みるには、

何よりもまず、労働者一人ひとりからの

「声」が欠かせません。必ずしもすべて

が満足な解決に至るとは限りませんが、

それに向けて欠かすことのできない第一

歩として、どうか皆さまの抱く素朴な疑

問・要望をお寄せくださいますようお願

い申し上げます。

書記長

早津 裕貴 （法学系）

所信

表明

１人１人の声から始める組合活動

労働問題に関する情報、大学をめぐる動き、

金沢大学教職員組合の活動などを配信しています。

職場を好くしたいという「想い」や「声」がたくさん集まると、職場を改善する
大きな力になります。組合に加入されていない方は、ぜひ、加入してください。

事務系職員、技術系職員の
働き方に関するアンケート

回答ページへのアクセス

１０分程度で終わります

１０月１０日まで実施しています

アンケートにご協力ください

疑問・要望を
お寄せください

●職場での困りごとや疑問、
●働きやすい職場づくりのための要望、
●組合への意見や要望等、
自由に書いてください。

＊常時開設しています

声

多数の回答をいただきありがとうございます。
まだ回答されていない方は、回答をお願いします。


